
システムでの QoS の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• システムクラスの概要, 1 ページ

• システム QoSの設定, 3 ページ

• システム QoS設定の確認, 8 ページ

システムクラスの概要

システムクラス

システム qosは一種のMQCターゲットです。サービスポリシーを使用して、ポリシーマップを
システム qosターゲットに関連付けます。特定のインターフェイスでサービスポリシー設定を上
書きしない限り、システム qosポリシーはスイッチのインターフェイス全体に適用されます。シ
ステム qosポリシーは、システムクラスやスイッチ全体のトラフィッククラスのほか、それらの
属性を定義するために使用します。QoS一貫性の確保（および設定の利便性）の目的で、デバイ
スは、Data Center Bridging Exchange（DCBX）プロトコルを使用して、システムクラスパラメー
タ値を接続されたすべてのネットワークアダプタに配布します。

サービスポリシーがインターフェイスレベルで設定されている場合、インターフェイスレベル

のポリシーは常にシステムクラス設定またはデフォルト値よりも優先されます。

デフォルトのシステムクラス

デバイスは、次のシステムクラスを提供します。

•ドロップシステムクラス

デフォルトでは、すべてのユニキャストおよびマルチキャストイーサネットトラフィック

は、デフォルトのドロップシステムクラスに分類されます。このクラスは qos-group 0で識
別されます。
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システムの起動時にこのクラスは自動的に作成されます（クラス名は CLIで class-defaultで
す）。このクラスは削除できません。このデフォルトクラスに関連付けられた一致基準も

変更できません。

データトラフィック（class-default）と FCoEトラフィック（class-fcoe）が同
時にフローしているときに輻輳が発生した場合、キューイングのパーセンテー

ジ設定が開始されます。

FCoEトラフィックは no-dropクラスであり、キューイングクラスによって割
り当てられた帯域幅にポリシングされません。FCoEトラフィックはロスレス
メディアを想定しているため、ドロップすることはできません。輻輳が発生

すると、PFCフレームが FCoEの入力インターフェイスで生成されます。ま
た、データトラフィックが割り当てられた帯域幅を下回っていても、ドロッ

プはデータトラフィックでのみ行われます。

スループットを最適化するために、より長い期間、データトラフィックの負

荷を分散することができます。

（注）

• FCoEシステムクラス（Cisco Nexus 5500シリーズデバイスの場合）

CiscoNexus 5500シリーズのデバイスの場合、class-fcoeは自動作成されません。CiscoNX-OS
Release 5.0(2)N1(1)を実行している Cisco Nexus 5500シリーズデバイスで FCoEをイネーブル
にする前に、次に示す 3つのタイプの qosポリシーにおいて、class-fcoeをイネーブルにする
必要があります。

◦ type qosポリシーマップ

◦ type network-qosポリシーマップ（システム qosに結合）

◦ type queuingポリシーマップ（class-fcoeは入力キューイングポリシーマップの非ゼロ
の帯域幅パーセンテージで設定することが必要）。

class-fcoeが qosポリシーに含まれていない場合、vFCインターフェイスはアップになら
ず、ドロップの増加が発生します。

Cisco Nexus 5500シリーズデバイスは、5つのユーザ定義クラスと 1つのデ
フォルトのドロップシステムクラスをサポートします。

（注）

MTU
Cisco Nexusデバイスはレイヤ 2スイッチで、パケットフラグメンテーションをサポートしませ
ん。入力インターフェイスと出力インターフェイスの間で最大伝送単位（MTU）の設定が一致し
ていない場合、パケットが切り捨てられることがあります。

MTUを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。
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• MTUはシステムクラス単位で指定されます。システムクラスではトラフィッククラスごと
に異なるMTUを指定できますが、スイッチ全体のすべてのポートで矛盾しないようにする
必要があります。インターフェイスではMTUを設定できません。

•ファイバチャネルおよび FCoEペイロードMTUは、スイッチで 2158バイトです。その結
果、ファイバチャネルインターフェイスの rxbufsizeは 2158バイトに固定されます。 Cisco
Nexusデバイスが2158バイトではない rxbufsizeをピアから受信すると、ExchangeLinkParameter
（ELP）ネゴシエーションに失敗し、リンクはアップ状態になりません。

• system jumbomtuコマンドを入力すると、システム内のMTUの上限が定義されます。シス
テムジャンボMTUのデフォルト値は 9216バイトです。最小MTUは 2158バイトで、最大
MTUは 9216バイトです。

•システムクラスMTUはクラス内のすべてのパケットのMTUを設定します。システムクラ
スMTUを、グローバルジャンボMTUよりも大きく設定できません。

• FCoEシステムクラス（ファイバチャネルおよび FCoEトラフィックの場合）のデフォルト
MTUは 2158バイトです。この値は変更できません。

•スイッチは、DCBXをサポートするネットワークアダプタにMTU設定を送信します。

MTUは DCBXの Converged Enhanced Ethernet（CEE）モードではサポートさ
れません。

（注）

システム QoS の設定

システムサービスポリシーの追加

service-policyコマンドは、システムのサービスポリシーとしてシステムクラスポリシーマップ
を指定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

システムクラスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# system qosステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

デフォルトのFCoEポリシーマップをシステムのサービ
スポリシーとして使用するよう指定します。FCoEには
次の 4つの定義済みポリシーマップがあります。

switch(config-sys-qos)#
service-policy type
{network-qos | qos |
queuing} [input | output]
fcoe default policy-name

ステップ 3   

• service-policy type qos input fcoe-default-in-policy

• service-policy type queuing input fcoe-default-in-policy

• service-policy type queuing output fcoe-default-out-policy

• service-policy type network-qos fcoe-default-nq-policy

Cisco Nexusデバイスで FCoEをイネーブルに
する前に、type qos、type network-qos、および
type queuingの各ポリシーマップに、定義済
みの FCoEポリシーマップを追加する必要が
あります。

（注）

次の例は、no-dropイーサネットポリシーマップをシステムクラスとして設定する方法を示して
います。

デフォルトシステムサービスポリシーの復元

新しいポリシーを作成して、それをシステムQoSコンフィギュレーションに追加した場合、コマ
ンドの noフォームを入力して、デフォルトポリシーを再適用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

システムクラスコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config)# system qosステップ 2   

分類モードのポリシーマップをリセットし

ます。このポリシーマップ設定はシステム

switch(config-sys-qos)# no
service-policy type qos input
policy-map name

ステップ 3   

qos入力またはインターフェイス入力のみに
使用します。

ネットワーク全体のポリシーマップをリ

セットします。

switch(config-sys-qos)# no
service-policy type network-qos
policy-map name

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

出力キューイングモードのポリシーマップ

をリセットします。

switch(config-sys-qos)# no
service-policy type queuing output
policy-map name

ステップ 5   

次に、システム qos設定をリセットする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# no service-policy type qos input my-in-policy
switch(config-sys-qos)# no service-policy type network-qos my-nq-policy
switch(config-sys-qos)# no service-policy type queuing output my-out-policy
switch(config-sys-qos)# no service-policy type queuing input my-in-policy

指定したファブリックエクステンダのキュー制限の設定

ファブリックエクステンダコンフィギュレーションレベルで、出方向（ネットワークからホス

トへ）の指定ファブリックエクステンダのキュー制限を制御できます。ファブリックエクステ

ンダに低いキュー制限値を使用することにより、1つのブロックされたレシーバが他の非輻輳レ
シーバに送信されるトラフィックに影響を与えること（「行頭ブロッキング」）を防止できます。

より高いキュー制限値では、バースト吸収が改善され、行頭ブロッキング保護が少なくなります。

ファブリックエクステンダがすべての使用可能なハードウェア領域を使用できるようにするに

は、このコマンドの no形式を使用します。

システムレベルで、fexqueue-limitコマンドを使用してファブリックエクステンダのキュー制
限を設定できます。ただし、特定のファブリックエクステンダのキュー制限を設定すると、

そのファブリックエクステンダのシステムレベルで設定されたキュー制限設定が上書きされ

ます。

（注）

次のファブリックエクステンダのキュー制限を指定できます。

• Cisco Nexus 2148Tファブリックエクステンダ（48x1G 4x10G SFP+モジュール）

• Cisco Nexus 2224TPファブリックエクステンダ（24x1G 2x10G SFP+モジュール）

• Cisco Nexus 2232Pファブリックエクステンダ（32x10G SFP+ 8x10G SFP+モジュール）

• Cisco Nexus 2248Tファブリックエクステンダ（48x1G 4x10G SFP+モジュール）

• Cisco Nexus N2248TP-Eファブリックエクステンダ（48x1G 4x10Gモジュール）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

ファブリックエクステンダを指定し、ファブリック

エクステンダモードを開始します。

switch(config)# fex fex-idステップ 2   

指定ファブリックエクステンダのキュー制限を設定

します。キュー制限はバイト単位で指定します。有

switch(config-fex)# hardware
fex_card_type queue-limit
queue-limit

ステップ 3   

効な範囲は、CiscoNexus 2148Tファブリックエクス
テンダの場合は 81920～ 652800、その他すべてのサ
ポート対象のファブリックエクステンダの場合は

2560～ 652800です。

次に、CiscoNexus 2248Tファブリックエクステンダのデフォルトキュー制限を復元する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config-if)# fex 101
switch(config-fex)# hardware N2248T queue-limit 327680

次に、Cisco Nexus 2248Tファブリックエクステンダ上でデフォルトで設定されているキュー制限
を削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fex 101
switch(config-fex)# no hardware N2248T queue-limit 327680

ジャンボ MTU のイネーブル化
スイッチ全体のジャンボ最大伝送単位（MTU）は、デフォルトのイーサネットシステムクラス
（class-default）のポリシーマップでMTUを最大サイズ（9216バイト）に設定することによっ
て、イネーブルにできます。

Cisco Nexusデバイスのレイヤ 3ルーティングでは、下のグローバルなQoS設定に加えて、レイヤ
3インターフェイス（IPアドレスを持つ SVIおよび物理インターフェイス）のMTUを設定する
必要があります。

次の例は、ジャンボMTUをサポートするようにデフォルトのイーサネットシステムクラスを設
定する方法を示しています。

switch(config)# policy-map type network-qos jumbo
switch(config-pmap-nq)# class type network-qos class-default
switch(config-pmap-c-nq)# mtu 9216
switch(config-pmap-c-nq)# exit
switch(config-pmap-nq)# exit
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos jumbo
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system jumbomtuコマンドは、スイッチの最大MTUサイズを定義します。ただし、ジャンボ
MTUはMTUが設定されたシステムクラスだけにサポートされます。

（注）

ジャンボ MTU の確認
Cisco Nexusデバイスでは、トラフィックは 8つのQoSグループのいずれか 1つに分類されます。
MTUは、QoSグループレベルで設定されます。デフォルトでは、すべてのイーサネットトラ
フィックは、QoSグループ 0にあります。イーサネットトラフィックに対するジャンボMTUを
確認するには、show queueing interface ethernet slot/chassis_numberコマンドを使用し、コマンド
出力の「HWMTU」でQoSグループ 0のMTUを確認します。値は 9216である必要があります。

show interfaceコマンドは、MTUサイズとして 1500を常に表示します。 Cisco Nexusデバイスで
は、異なる QoSグループで異なるMTUをサポートしているため、インターフェイスレベルで
MTUを 1つの値で表すことはできません。

Cisco Nexusデバイスでのレイヤ 3ルーティングでは、グローバルQoSMTUに加えて、レイヤ
3インターフェイス（IPアドレスを持つ SVIおよび物理インターフェイス）のMTUを確認す
る必要があります。 show interface vlan vlan_numberまたは show interface slot/chassis_number
を使用して、レイヤ 3 MTUを確認できます。

（注）

次に、Ethernet 1/19のジャンボMTU情報を表示する例を示します。

switch# show queuing interface ethernet1/19
Ethernet1/19 queuing information:
TX Queuing
qos-group sched-type oper-bandwidth

0 WRR 50
1 WRR 50

RX Queuing
qos-group 0
q-size: 243200, HW MTU: 9280 (9216 configured)
drop-type: drop, xon: 0, xoff: 1520
Statistics:

Pkts received over the port : 2119963420
Ucast pkts sent to the cross-bar : 2115648336
Mcast pkts sent to the cross-bar : 4315084
Ucast pkts received from the cross-bar : 2592447431
Pkts sent to the port : 2672878113
Pkts discarded on ingress : 0
Per-priority-pause status : Rx (Inactive), Tx (Inactive)

qos-group 1
q-size: 76800, HW MTU: 2240 (2158 configured)
drop-type: no-drop, xon: 128, xoff: 240
Statistics:

Pkts received over the port : 0
Ucast pkts sent to the cross-bar : 0
Mcast pkts sent to the cross-bar : 0
Ucast pkts received from the cross-bar : 0
Pkts sent to the port : 0
Pkts discarded on ingress : 0
Per-priority-pause status : Rx (Inactive), Tx (Inactive)
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Total Multicast crossbar statistics:
Mcast pkts received from the cross-bar : 80430744

システム QoS 設定の確認
設定を確認するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

目的コマンド

システム QoSに結合されたポリシーマップ設
定を表示します。

show policy-map system

スイッチで定義されたポリシーマップを表示し

ます。指定したポリシーだけを表示することも

できます。

show policy-map [name]

スイッチで定義されたクラスマップを表示しま

す。

show class-map

QoSの実行コンフィギュレーションに関する情
報を表示します。

running-config ipqos

QoSのスタートアップコンフィギュレーション
に関する情報を表示します。

startup-config ipqos
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